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元幕臣の英語教師川路寛堂のこと

二
十
三
名
の
サ
ム
ラ
イ
の
一
団
は
、
英
仏
蘭
国
に
派
遣
さ
れ
た
幕
府
の
留
学
生
ら
で
あ
り
、
徳
川
幕
府
倒
壊
に
伴
な
い
、
急
選
帰
国
し

、
、
、

た
も
の
で
あ
っ
た
。
皆
頭
を
ざ
ん
切
り
に
し
て
い
た
か
ら
、
官
軍
や
浪
士
ら
の
注
目
を
引
い
て
は
い
か
が
か
と
気
づ
か
い
、
一
同
つ
け
ま

、
（
２
）

げ
な
ど
し
て
江
戸
に
入
ら
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

こ
の
一
団
の
中
に
川
路
太
郎
（
当
時
は
一
一
十
四
歳
）
と
い
う
若
き
サ
ム
ラ
イ
が
い
た
。
慶
応
二
年
十
月
二
十
五
曰
（
一
八
六
六
・
一

一
一
・
二
、
幕
命
を
奉
じ
十
三
名
の
仲
間
と
共
に
イ
ギ
リ
ス
に
向
け
て
横
浜
を
発
し
、
わ
ず
か
一
年
半
ほ
ど
の
ロ
ン
ド
ン
留
学
を
終
え
て
、

も
の
の

こ
の
曰
帰
国
し
た
の
で
あ
る
。
や
が
て
太
郎
は
江
戸
飯
田
橋
蕊
木
坂
上
の
屋
敷
（
現
在
の
五
番
町
十
一
一
の
一
ハ
、
「
五
番
町
マ
ン
シ
ョ
ン
」

せ
き

が
あ
る
あ
た
り
）
の
玄
関
に
立
っ
て
案
内
を
乞
う
と
、
わ
が
邸
は
寂
と
し
て
声
な
し
、
森
閑
と
し
て
い
る
。
や
が
て
家
の
奥
か
ら
出
て
来

さ
と

た
の
は
、
一
人
の
老
尼
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
髪
を
剃
っ
た
祖
母
（
佐
登
）
の
変
わ
っ
た
姿
で
あ
っ
た
。
太
郎
は
そ
の
姿
を
見
て
、
思
わ
ず

り
ゆ
う
て
い

と
し
あ
き
ら

流
涕
久
し
う
し
た
．
祖
父
の
聖
謨
（
’
八
○
｜
～
’
八
六
八
、
勘
定
奉
行
・
外
国
奉
行
等
を
歴
任
）
は
、
こ
の
年
の
一
二
月
十
五
曰
Ｉ

二
、
九
七
○
ト
ン
）

波
止
場
に
向
っ
た
。

慶
応
四
年
（
明
治
元
年
）
六
月
一
一
十
五
曰
（
一
八
六
六
・
八
・
一
三
）
の
こ
と
で
あ
る
。
横
浜
港
に
イ
ギ
リ
ス
船
「
ハ
ー
マ
ン
」
号

（
１
）
 

、
九
七
○
ト
ン
）
が
到
着
し
、
外
国
人
乗
客
と
共
に
一
一
十
一
一
一
名
の
サ
ム
ー
フ
イ
が
舷
梯
（
タ
ラ
ッ
プ
）
を
降
り
、
や
が
て
艀
に
乗
っ
て

斯
濡
湘
伽
川
路
寛
堂
の
こ
と

宮
永
孝

1 



市
ケ
谷
御
門

⑥
 

町

謡東都番町大絵画より

江
戸
城
が
官
軍
に
明
け
渡
さ
れ
た
翌
曰
ｌ
邸
内
の
隠
居
部
屋
で
自
刃
し
て
果
て
た
の
で

あ
っ
た
。
享
年
七
十
二
歳
で
あ
っ
た
。

あ
き
つ
れ

太
郎
は
弘
化
元
年
（
一
八
四
四
）
十
一
一
月
一
一
十
一
曰
、
聖
謨
の
嫡
男
弥
吉
彰
常
の
長
男

と
し
て
鵜
木
坂
上
の
川
路
邸
で
生
ま
れ
た
。
母
は
幕
臣
根
本
善
左
衛
門
玄
之
の
女
し
げ
で

あ
る
。
太
郎
が
三
歳
の
と
き
、
父
彰
常
は
一
一
十
一
歳
を
一
期
に
病
死
し
た
。
と
き
に
祖
父

聖
謨
は
奈
良
に
在
勤
中
で
あ
り
、
太
郎
の
母
し
げ
は
実
家
に
帰
さ
れ
た
た
め
、
太
郎
は
叔

き
よ
な
お

父
井
上
清
直
（
信
濃
守
）
（
一
八
○
九
～
一
八
一
ハ
セ
、
聖
謨
の
実
弟
、
軍
艦
・
外
国
奉
行

等
を
歴
任
）
の
家
で
育
て
ら
れ
、
八
歳
の
と
き
川
路
家
に
戻
っ
た
。
太
郎
は
両
親
の
愛
情

を
知
ら
ず
に
育
っ
た
が
、
祖
父
母
か
ら
は
そ
の
慈
愛
を
た
っ
ぷ
り
受
け
て
成
長
し
た
。

く
さ
か
ぺ

あ
さ
か
ご
ん
さ
い

学
問
の
方
は
、
幼
に
し
て
曰
下
部
伊
一
二
次
（
聖
謨
に
臣
事
し
た
儒
学
者
）
や
安
積
艮
斎

こ
う

に
師
事
し
、
さ
ら
に
昌
平
醤
（
「
昌
平
坂
学
問
所
」
１
幕
臣
の
教
育
機
関
）
に
学
ん
だ
．

し
ら
べ
ど
こ
ろ

語
学
は
、
箕
作
院
甫
に
つ
い
て
、
さ
ら
に
蕃
書
調
所
（
の
ち
の
開
成
所
、
東
京
大
学
の

前
身
）
に
入
っ
て
蘭
語
を
学
び
、
英
学
は
中
浜
万
次
郎
（
ジ
ョ
ン
万
）
・
森
山
多
吉
郎
に

つ
き
、
さ
ら
に
仏
学
を
メ
ル
メ
・
ド
・
カ
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
横
浜
語
学
伝
習
所
に
お
い
て

手
ほ
ど
き
を
受
け
た
。
剣
術
は
酒
井
良
祐
の
指
南
を
受
け
た
が
、
あ
ま
り
熱
心
に
な
れ
な

か
っ
た
。

い
え
も
ち

や
が
て
太
郎
は
安
政
四
年
（
一
八
五
七
）
十
一
二
歳
に
し
て
元
服
し
、
十
四
代
将
軍
家
茂

の
小
姓
組
番
士
と
な
り
、
文
久
一
一
一
年
（
’
八
六
一
一
一
）
正
月
小
納
戸
に
進
み
、
翌
元
治
元
年

２ 



路寛堂のこと元幕臣の英語教師

幕
府
が
崩
壊
し
た
と
き
、
川
路
家
で
は
家
産
の
目
ぼ
し
い
も
の
は
秩
父
の
某
旧
家
に
預
け
た
が
、
そ
れ
も
維
新
の
ど
さ
く
さ
ま
ぎ
れ
に

盗
難
に
あ
っ
て
一
物
も
な
か
っ
た
。
徳
川
家
の
旧
家
臣
の
中
に
は
維
新
後
、
旧
主
に
随
っ
て
駿
府
（
静
岡
）
に
移
住
す
る
も
の
も
い
た
が
、

太
郎
（
名
を
改
め
寛
堂
）
は
多
少
の
家
産
を
整
理
し
、
当
時
急
速
に
発
展
し
つ
つ
あ
っ
た
横
浜
に
赴
き
、
そ
こ
で
貿
易
業
を
始
め
よ
う
と

し
た
。
そ
の
頃
、
旧
幕
臣
に
し
て
す
で
に
横
浜
に
い
た
者
は
、
益
田
孝
（
’
八
四
八
～
一
九
三
七
、
明
治
・
大
正
期
の
実
業
家
、
三
井
財

閥
の
基
礎
を
造
っ
た
×
伊
東
玄
朴
（
一
八
○
○
～
一
八
七
一
、
幕
末
・
維
新
期
の
蘭
方
医
）
、
伊
東
昆
斎
（
不
詳
）
、
田
辺
太
一
（
一
八

三
一
～
’
九
一
五
、
明
治
期
の
外
交
官
）
な
ど
で
あ
り
、
太
郎
は
こ
の
港
町
で
一
旗
挙
げ
よ
う
と
思
い
、
生
糸
の
輸
出
商
と
な
っ
た
が
、

相
場
で
損
を
し
、
あ
ま
つ
さ
え
大
き
な
借
財
を
作
っ
て
し
ま
っ
た
。
す
べ
て
は
に
わ
か
商
人
の
武
家
の
商
法
と
運
に
見
放
さ
れ
た
結
果
で

（
一
八
六
四
）
六
月
勤
仕
並
寄
合
と
な
り
、
慶
応
二
年
（
一
八
六
六
）
八
月
幕
府
陸
軍
の
歩
兵
頭
並
（
大
隊
長
格
）
と
な
り
、
こ
の
年
の

（
３
）
 

十
月
イ
ギ
リ
ス
留
学
の
〈
叩
を
受
け
た
の
で
あ
る
。

＊ 

の
も
あ
っ
た
。

出
）

す
み
よ
し

動
た
そ
の
頃
、
寛
堂
は
伊
藤
博
文
や
川
村
純
義
（
一
八
一
一
一
一
ハ

鵬蝋～’九○四、明治期の海軍軍人）と相識に至った。
駄
胸
明
治
四
年
（
’
八
七
一
）
十
一
月
、
条
約
改
正
と
外
国
事
情

川
朧
視
察
の
た
め
、
岩
倉
使
節
団
が
欧
米
に
赴
く
こ
と
に
な
り
、

や
す
か
ず

細
荊
太
郎
は
旧
知
の
渋
沢
栄
一
や
田
辺
太
一
（
外
務
少
丞
、
一
等

若
渡
書
記
官
）
ら
の
推
挙
に
よ
り
、
使
節
一
行
に
一
一
一
等
書
記
官

３ 



（
外
務
七
等
出
仕
）
と
し
て
随
行
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
時
に
太
郎
は
一
一
十
八
歳
。
再
に
官
に
就
い
た
の
は
、
事
業
に
失
敗
し
た
後
の
こ

４
 

と
で
あ
り
、
再
び
外
国
の
地
を
踏
む
喜
び
も
あ
り
、
何
よ
り
も
再
起
を
図
る
ま
た
と
な
い
好
機
と
ば
か
り
、
一
一
つ
返
事
で
応
じ
た
も
の
ら

た
だ
す

し
い
・
岩
倉
使
節
団
の
随
員
の
中
に
は
、
か
っ
て
イ
ギ
リ
ス
留
学
時
代
に
自
分
の
監
督
下
に
あ
っ
た
林
董
一
二
郎
（
董
）
も
｜
一
等
書
記
官

（
外
務
七
等
出
仕
）
と
し
て
参
加
し
て
い
た
。

使
節
団
が
各
国
巡
歴
中
、
寛
堂
は
事
務
一
切
の
管
掌
役
に
関
与
し
、
重
宝
な
人
間
と
し
て
遇
せ
ら
れ
、
ひ
じ
ょ
う
に
多
忙
を
極
め
た
と

（
４
）
 

い
う
。
寛
堂
白
筆
の
履
歴
書
に
よ
る
と
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
滞
在
中
は
財
務
出
納
事
務
を
、
ハ
ー
グ
で
は
土
木
工
役
な
ど
の
調
査
等
を
命
ぜ

ら
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
明
治
六
年
（
一
八
七
三
）
九
月
、
寛
堂
は
約
一
一
ヵ
年
に
も
及
ぶ
欧
米
巡
歴
の
旅
を
終
え
て
使
節
一
行
と
共

に
帰
国
し
た
。
帰
国
後
、
残
務
整
理
員
と
し
て
直
ち
に
大
蔵
省
に
出
仕
し
た
。

翌
明
治
七
年
（
「
八
七
四
）
一
一
一
月
、
横
浜
出
張
を
命
ぜ
ら
れ
、
外
国
人
交
渉
の
事
務
に
従
事
し
、
ま
た
同
年
八
月
、
大
蔵
省
検
査
寮
改

正
取
調
掛
を
拝
命
し
て
い
る
。
明
治
八
年
二
八
七
五
）
｜
月
、
公
務
を
帯
び
て
シ
ャ
ム
（
タ
イ
国
）
に
赴
き
、
同
年
三
月
帰
朝
し
た
。

明
治
九
年
二
八
七
七
）
一
月
、
大
蔵
権
少
亟
に
任
じ
ら
れ
、
同
年
二
月
正
七
位
に
叙
せ
ら
れ
た
。
寛
堂
は
、
欧
米
巡
歴
の
旅
か
ら
帰
朝

し
て
数
年
経
っ
て
も
、
官
位
は
相
変
ら
ず
六
等
出
仕
を
出
る
こ
と
も
な
く
、
こ
の
間
に
外
国
文
書
課
長
の
よ
う
な
椅
子
を
与
え
ら
れ
て
も
、

（
５
）
 

昇
進
の
望
み
は
な
か
っ
た
。
寛
堂
は
大
隈
重
信
の
知
遇
を
受
け
、
一
時
期
そ
の
秘
書
役
の
よ
う
な
立
場
に
あ
っ
た
よ
う
だ
が
、
明
治
十
年

二
八
七
七
）
｜
月
、
各
省
の
大
少
亟
以
下
廃
官
に
な
っ
た
の
を
機
に
官
界
か
ら
去
っ
た
。

当
時
、
薩
長
の
藩
閥
の
わ
く
外
に
あ
っ
た
旧
幕
臣
な
ど
に
は
出
世
の
見
込
み
は
薄
く
、
ま
た
成
り
上
が
り
者
が
多
い
官
界
に
身
を
置
く

げ
や

こ
と
が
堪
え
難
く
思
わ
れ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
翻
然
悔
悟
し
て
野
に
下
っ
た
も
の
か
。
下
野
し
た
後
の
寛
堂
は
、
往
年
の
蹉
鉄
を
思
っ
て

二
度
と
危
険
の
多
い
仕
事
に
身
を
投
じ
る
こ
と
を
避
け
た
が
、
｜
時
期
「
米
商
会
所
」
（
後
の
兜
町
の
米
穀
取
引
所
）
の
設
立
に
一
役
買

い
、
ま
た
英
米
人
の
法
律
顧
問
や
仲
裁
裁
判
の
特
例
実
施
な
ど
の
仕
事
を
多
少
し
た
。
ま
た
横
浜
税
関
長
に
推
挙
さ
れ
た
こ
と
も
あ
っ
た



元幕臣の英語教師 路寛堂のこと

明
治
十
八
年
（
’
八
八
五
）
、
こ
の
年
寛
堂
四
十
一
歳
。
か
れ
は
す
べ
て
を
放
棄
し
て
、
芝
一
一
一
田
台
町
三
番
地
に
「
月
山
学
舎
」
と
い

う
英
学
塾
を
開
い
た
。
寛
堂
は
慶
応
義
塾
の
福
沢
諭
吉
と
は
旧
知
で
あ
り
、
同
義
塾
に
入
学
し
よ
う
と
す
る
学
生
の
英
語
準
備
に
な
る
と

（
６
）
 

り
ゆ
う
こ
う

こ
ろ
か
ら
、
一
二
田
に
こ
の
私
塾
を
開
い
た
も
の
ら
し
い
。
後
年
、
詩
人
・
美
術
評
論
家
と
し
て
一
家
を
な
す
一
子
の
川
路
柳
虹
（
一
八

八
八
～
一
九
五
九
）
が
生
ま
れ
た
の
は
、
こ
の
三
田
の
学
舎
に
お
い
て
で
あ
っ
た
。

や
が
て
教
育
事
業
に
足
を
踏
み
入
れ
た
こ
と
が
契
機
と
し
て
、
後
年
の
教
育
者
と
し
て
の
寛
堂
像
が
出
来
上
る
の
で
あ
る
。
「
月
山
学

び
ん
ご

舎
」
で
英
語
を
教
え
た
の
は
明
治
二
十
六
年
（
一
八
九
一
二
）
の
夏
ま
で
の
約
九
ヵ
年
で
あ
り
、
こ
の
年
備
後
（
広
島
県
東
部
）
の
福
山
尋

せ
い
し
か
ん

常
中
学
校
（
祖
父
聖
謨
在
世
中
の
老
中
阿
部
伊
勢
守
の
藩
校
「
誠
之
館
」
、
現
在
の
福
山
誠
之
館
高
校
）
に
招
か
れ
て
赴
任
し
た
。
当
時

の
月
給
は
三
十
五
円
で
あ
っ
た
。
福
山
尋
常
中
学
校
は
の
ち
に
広
島
第
二
中
学
校
と
改
称
さ
れ
た
も
の
か
判
然
と
し
な
い
が
、
い
ず
れ
に

せよ福山にいたのは明治二十六年九月から同三十二年七月までの約七ヵ年間である。５
明
治
三
十
二
年
（
一
八
九
九
）
七
月
、
寛
堂
は
広
島
第
二
中
学
校
を
依
頼
退
職
し
、
妻
子
を
連
れ
て
淡
路
島
の
洲
本
中
学
に
赴
任
し
た
。

は
な
こ

な
が
よ
し

福
山
よ
り
洲
本
に
移
っ
た
の
は
、
妻
花
子
（
旗
本
三
千
五
百
石
浅
野
長
詐
‐
中
務
少
輔
・
備
前
守
ｌ
の
五
女
）
が
結
核
に
な
り
、
そ
の

（
７
）
 

療
養
の
た
め
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
そ
の
転
地
療
養
も
効
な
く
、
花
子
は
洲
本
で
亡
く
な
っ
た
。

明
治
三
十
六
年
（
一
九
○
三
）
一
月
、
寛
堂
は
新
設
の
津
名
三
原
郡
組
合
立
淡
路
高
等
女
学
校
の
初
代
校
長
に
任
じ
ら
れ
、
月
俸
六
十

円
を
給
せ
ら
れ
る
身
と
な
っ
た
。
こ
の
年
寛
堂
五
十
九
歳
で
あ
っ
た
。
か
れ
が
洲
本
に
住
ん
だ
の
は
、
明
治
三
十
二
年
七
月
か
ら
大
正
三

年
二
九
一
四
）
五
月
ま
で
の
約
十
五
ヵ
年
で
あ
り
、
こ
の
う
ち
淡
路
高
等
女
学
校
の
校
長
職
に
あ
っ
た
の
は
満
十
ヵ
年
で
あ
る
。
大
正

せ
ん
と
く

一
二
年
四
月
を
も
っ
て
寛
堂
は
同
校
を
退
職
す
る
こ
と
に
な
り
、
五
月
五
曰
講
堂
に
お
い
て
送
別
会
が
挙
行
さ
れ
、
記
念
と
し
て
宣
徳
火
鉢

（
８
）
 

と
花
器
（
は
な
い
け
）
が
贈
ら
れ
た
。

が
、
こ
れ
は
成
ら
な
か
っ
た
。



寛
堂
は
聖
謨
を
祖
父
と
す
る
名
だ
た
る
幕
臣
の
家
に
生
ま

れ
た
が
、
そ
の
生
涯
を
大
観
す
る
と
、
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
不
遇
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
旧
幕
臣
の
中
に
は
、
維
新
後
新
政
府
に
仕
え
巧

み
に
世
渡
り
し
、
高
位
高
官
に
ま
で
な
っ
た
者
も
少
な
か
ら
ず
い
た
が
、
寛
堂
は
薩
長
閥
に
取
り
入
る
こ
と
や
権
門
に
こ
び
る
こ
と
は
せ

き
ょ
う
じ

ず
、
独
往
の
人
生
を
歩
ん
だ
と
い
え
る
。
一
つ
に
は
一
兀
幕
臣
と
し
て
の
務
持
が
か
れ
を
そ
の
よ
う
に
仕
向
け
た
と
も
い
え
る
が
、
「
お
よ

（
ｕ
）
 

そ
人
間
社
〈
云
は
、
優
勝
劣
敗
、
適
者
は
存
し
不
適
者
は
亡
ぶ
」
を
身
を
も
っ
て
体
験
し
た
結
果
、
自
分
は
人
生
の
失
敗
者
で
あ
る
と
悟
り
、

す
べ
て
を
放
棄
し
、
｜
か
ら
出
直
す
気
で
士
族
の
族
籍
を
捨
て
「
平
民
」
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
野
に
下
っ
た
と
こ
ろ
で
、
曰
々
の
糧
を

何
か
に
求
め
て
生
き
て
ゆ
か
ね
ば
な
ら
ぬ
。
か
れ
は
考
え
あ
ぐ
ね
た
末
、
私
設
の
学
舎
を
開
き
、
教
師
と
し
て
生
き
よ
う
と
し
た
の
で
あ

松陰女学校副校長時代

の川路寛堂

〔松陰女子学院蔵〕

寛
堂
は
、
淡
路
高
等
女
学
校
退
職
と
同
時
に
神
戸
の
松
蔭

女
学
校
（
明
治
二
十
五
年
［
’
八
九
二
］
創
立
の
英
国
聖

公
会
系
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
ス
ク
ー
ル
、
現
在
の
松
蔭
女
子
学

院
）
に
副
校
長
と
し
て
迎
え
ら
れ
、
そ
こ
で
大
正
十
一
年

（
一
九
一
三
）
ま
で
勤
務
し
、
こ
の
年
老
齢
の
た
め
退
職
し

た
。
時
に
寛
堂
七
十
八
歳
で
あ
っ
た
。
晩
年
、
寛
堂
は
神
戸

市
葺
合
町
ノ
内
熊
内
地
ノ
端
に
住
み
、
悠
悠
自
適
の
生
活
を

（
９
）
 

送
り
、
時
折
、
東
の
教
会
（
日
本
聖
公
〈
声
）
に
行
っ
て
い
た

よ
う
で
あ
る
。
が
、
昭
和
二
年
（
’
九
二
七
）
二
月
五
日
、

八
十
四
年
の
生
涯
を
閉
じ
た
。
遺
骨
は
現
在
多
摩
墓
地
の
川

（
Ⅲ
）
 

路
家
の
墓
に
葬
ら
れ
て
い
る
。

６ 



元幕臣の英語教師 路寛堂のこと

淡
路
高
等
女
学
校
の
校
長
時
代
に
寛
堂
は
数
々
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
残
し
て
い
る
。
明
治
三
十
八
年
二
九
○
五
）
の
夏
、
同
校
の
女
学

生
に
水
泳
訓
練
が
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
そ
れ
を
提
唱
し
た
の
は
川
路
校
長
で
あ
る
。
物
静
か
で
上
品
で
あ
る
の
が
婦

徳
の
第
一
と
考
え
ら
れ
て
い
た
当
時
、
水
泳
実
施
は
破
天
荒
の
試
み
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
川
路
校
長
は
「
か
た
く
自
ら
信
ず
る
所
あ

り
」
反
対
を
排
し
て
、
訓
練
実
施
を
断
行
し
た
の
で
あ
る
。
水
泳
訓
練
の
目
的
は
、
身
心
鍛
練
と
不
時
の
際
に
溺
死
を
ま
ぬ
が
れ
る
だ
け

の
泳
力
を
つ
け
さ
せ
る
こ
と
に
あ
っ
た
。

水
泳
訓
練
の
際
に
問
題
に
な
っ
た
の
は
、
服
装
（
海
水
着
）
の
こ
と
で
あ
る
。
当
時
、
女
性
が
人
前
で
素
膚
を
見
せ
る
こ
と
は
思
い
も

ブ（〕ｏ
シ
ャ
ム

生
前
、
寛
堂
は
「
月
山
漫
筆
」
（
自
伝
）
「
英
航
曰
録
」
（
｛
曰
筆
の
イ
ギ
リ
ス
留
学
記
）
「
耀
羅
記
行
・
紀
略
」
（
タ
イ
国
出
張
の
記
録
）

な
ど
を
著
し
た
が
、
「
英
航
曰
録
」
を
除
く
と
他
は
未
刊
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
稿
本
は
現
在
、
残
念
な
が
ら
子
孫
宅
に
無
く
、
目
下
行
方

不
明
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
寛
堂
は
福
山
の
中
学
教
師
時
代
に
浩
潮
な
祖
父
聖
謨
の
伝
記
『
川
路
聖
謨
之
生
涯
』
（
世
界
文
庫
、
明
治
三
十

六
年
十
月
刊
）
の
筆
を
執
っ
て
い
る
。
聖
謨
の
性
行
事
蹟
に
つ
い
て
書
か
れ
た
も
の
の
中
に
は
誤
記
無
し
と
は
い
え
ず
、
誤
ま
り
伝
わ
る

の
は
祖
父
の
本
意
に
あ
ら
ざ
る
と
思
い
、
公
務
の
余
暇
に
、
家
に
伝
わ
る
聖
謨
自
筆
の
記
録
等
を
基
に
、
ま
た
聖
謨
の
直
話
そ
の
他
の
書

籍
を
参
酌
し
て
、
あ
り
の
ま
ま
の
聖
謨
像
を
描
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
明
治
一
一
一
十
年
（
一
八
九
七
）
四
月
、
稿
を
起
し
、
完
成
し
た
の

ラ
イ
プ
ワ
－
ク
》

は
四
年
後
の
明
治
一
一
一
十
四
年
一
一
月
（
一
九
○
｜
）
’
一
月
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
寛
堂
の
ひ
っ
生
の
業
で
あ
る
と
同
時
に
公
刊
さ
れ
た

か
れ
の
唯
一
の
単
行
本
で
あ
り
、
名
著
と
し
て
も
知
ら
れ
て
い
る
。

○
教
育
者
と
し
て
の
寛
堂

７ 



名
だ
け
は
泳
げ
な
か
っ
た
が
、
残
り
全
員
が
五
メ
ー
ト
ル
以
上
泳
げ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
一
時
は
物
議
を
か
も
し
た
川
路
校
長
の
水
泳
訓

練
も
無
事
終
了
し
、
の
ち
に
は
生
徒
た
ち
に
も
好
評
で
あ
っ
た
。
寛
堂
が
淡
路
高
女
の
生
徒
た
ち
全
員
に
あ
え
て
水
泳
を
学
ば
せ
た
の
は
、

イ
ギ
リ
ス
留
学
中
に
英
国
婦
人
が
泳
い
で
い
る
姿
を
実
見
し
た
こ
と
が
あ
り
、
ま
し
て
や
淡
路
は
四
方
海
に
か
こ
ま
れ
、
他
国
に
行
く
に

は
船
に
乗
ら
ね
ば
な
ら
ず
、
海
難
に
遭
っ
た
際
に
溺
死
か
ら
身
を
守
る
た
め
の
有
効
な
手
段
と
考
え
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
に
川
路
校

長
の
進
歩
的
な
教
育
方
針
の
一
端
が
見
ら
れ
る
。

寛
堂
は
東
京
よ
り
西
国
に
向
う
と
き
、
英
語
教
師
と
し
て
赴
任
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
淡
路
高
女
で
は
修
身
と
英
語
を
担
当
し
た
。
ま

噸
篭
飛

，
‐
‐
。
。
‐
Ｄ
‐
虹

、
〈
‐
‐
、
‐

。
▲
“
ｊ
Ｂ
Ｊ

鍵

現在の淡路洲本港 〔筆者撮影〕

か
け
ぬ
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
た
め
川
路
校
長
は
、

８
 

１
 

蔵
イ
ギ
リ
ス
に
い
る
知
人
に
海
水
着
に
つ
い
て
問

校騨
い
合
わ
せ
、
当
時
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
や
っ
て
い

縞
た
型
を
と
り
寄
せ
、
海
水
着
と
同
色
の
ズ
ロ
ー

洲
ス
（
水
泳
パ
ン
ツ
）
な
ど
を
作
ら
せ
た
。
水
泳

し

教
師
に
つ
い
て
は
、
旧
藩
士
の
中
か
ら
五
十
歳

鋤
以
上
の
年
配
者
を
二
名
、
漁
師
の
妻
女
で
水
泳

棚
に
熟
達
せ
る
も
の
一
一
一
名
ほ
ど
一
雇
い
入
れ
た
。
水

鮮
泳
の
実
施
期
間
は
、
七
月
六
日
か
ら
同
月
一
一
十

鰐
一
一
一
曰
ま
で
の
十
八
曰
間
で
、
毎
日
午
後
四
時
か

鵬ＤＨ時までの一時間これに当てられたと
い
う
。
参
加
者
は
百
一
一
十
九
名
。
こ
の
う
ち
一
一
一



元幕臣の英語教師 路寛堂のこと

た
同
校
に
移
る
前
に
教
鞭
を
と
っ
た
県
立
洲
本
中
学
校
（
現
在
の
洲
本
高
校
）
で
も
、
や
は
り
英
語
を
教
え
て
い
る
。

ひ
ょ
う
え

明
治
か
ら
昭
和
期
に
か
け
て
の
著
名
な
経
済
学
者
・
大
内
兵
衛
（
一
八
八
八
～
一
九
八
○
、
東
大
教
授
を
経
て
法
政
大
総
長
、
学
士
院

会
員
）
は
、
明
治
三
十
四
年
（
一
九
○
二
四
月
、
こ
の
旧
制
洲
本
中
学
校
に
第
五
期
生
と
し
て
入
学
し
た
。
じ
っ
は
大
内
は
中
学
二
年

生
の
と
き
寛
堂
か
ら
英
語
を
学
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。
当
時
、
寛
堂
は
五
十
七
歳
で
あ
っ
た
。だ
い
ろ
く

川
路
君
（
柳
虹
の
こ
と
ｌ
引
用
者
）
の
お
と
う
雲
ど
ん
は
寛
堂
と
い
い
、
少
年
の
こ
ろ
菊
池
大
麓
（
一
八
五
五
～
’
九
一
セ
明
治
期
の
数
学

者
・
教
育
行
政
家
・
東
大
総
長
）
な
ど
と
一
緒
に
日
本
最
初
の
留
学
生
と
し
て
ロ
ン
ド
ン
に
学
ん
だ
が
、
英
語
は
日
本
語
の
如
く
に
話
し
た
。
短

・
は
く
せ
さ

び
げ

ぴ
Ｕ
よ
う
ふ

身
で
は
あ
っ
た
が
白
哲
（
肌
の
白
い
１
－
－
－
引
用
者
）
で
美
し
い
鬚
を
た
く
わ
え
、
ふ
ち
な
し
の
眼
鏡
を
か
け
た
美
丈
夫
（
顔
や
姿
の
美
し
い
男
Ｉ

Ｉ
引
用
者
）
で
あ
っ
上
い
）
私
は
、
こ
の
先
生
か
ら
中
学
二
年
の
と
き

に
、
パ
ー
レ
ー
の
万
国
史
を
習
っ
た
。
尋
・
臆
尋
Ｃ
§
烏
冴
・
蔦
＆

精
罫
⑯
ミ
ミ
ご
言
・
畠
８
§
萱
寓
冒
暮
⑮
四
三
、
と
い
う
、
最
初
の
パ
ラ

噸
グ
ラ
フ
か
ら
、
先
生
は
朗
々
と
し
て
よ
み
は
じ
め
、
ア
ゼ
ン
ス
デ

校
テ
ネ
ー
引
用
者
）
や
ス
パ
ル
タ
の
蓋
物
語
を
面
白
く
講
じ
て
く

蝉
れ
た
。
こ
と
に
先
生
の
発
音
が
イ
ギ
リ
ス
人
ら
し
い
の
が
ひ
ど
く
エ

帯
キ
ゾ
チ
ッ
ク
で
あ
っ
た
。
と
同
時
に
目
』
の
三
四
己
と
い
う
字
を
オ
ン

路
１
ド
ル
ス
タ
ン
ド
と
い
う
が
如
く
、
ま
た
ロ
ン
ド
ン
を
ラ
ン
ダ
ン
と
い

川
獺
う
が
如
く
に
発
音
す
る
の
が
子
供
心
に
奇
榊
で
な
ら
な
か
っ
た
。
先

靴
群
生
は
漢
詩
も
上
手
で
あ
り
、
字
も
う
ま
か
っ
た
。

０
一
員

柵鮴大内が語っているように、今曰残されている晩年の写真

９ 



こ
の
モ
ー
ル
ト
ピ
ィ
と
い
う
先
生
は
、
ロ
ン
ド
ン
の
東
百
キ
ロ
ほ
ど
の
所
に
あ
る
マ
ー
ゲ
ー
ト
の
住
人
で
、
ロ
ン
ド
ン
ま
で
曰
本
人
の

た
め
に
出
稽
古
に
来
た
も
の
で
あ
る
。
寛
堂
は
こ
の
先
生
か
ら
純
正
英
語
を
た
た
き
込
ま
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
た
め
寛
堂
の
発
音

に
は
、
ブ
リ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
・
ア
ク
セ
ン
ト
が
感
じ
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

ま
た
武
士
階
級
出
身
の
者
は
国
漢
の
素
養
が
あ
る
の
が
ふ
つ
う
だ
が
、
寛
堂
は
年
少
の
頃
、
第
一
級
の
師
に
つ
い
て
学
ん
だ
だ
け
に
国

学
・
漢
学
の
知
識
は
深
く
、
相
当
な
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
文
字
も
、
今
曰
残
っ
て
い
る
書
簡
を
見
る
と
、
い
ず
れ
も
見
事
な
お
家
流
で

書
か
れ
て
お
り
、
大
内
が
い
う
よ
う
に
能
書
家
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

大
内
は
洲
本
中
学
で
は
、
寛
堂
の
息
子
柳
虹
や
同
校
の
国
漢
の
教
師
・
高
木
六
郎
の
長
男
市
之
助
（
の
ち
東
京
帝
大
の
国
文
科
を
出
て
、

九
州
大
学
教
授
）
と
同
級
で
あ
り
、
か
つ
仲
よ
し
で
も
あ
っ
た
。
が
、
後
年
の
国
文
学
者
・
高
木
市
之
助
は
三
人
で
田
村
文
石
の
も
と
に

和
歌
を
習
ひ
に
行
っ
た
経
緯
や
洲
本
時
代
の
寛
堂
夫
妻
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。

を
見
る
と
寛
堂
は
大
き
な
人
で
は
な
く
、
小
柄
な
人
の
印
象
を
受
け
る
。
イ
ギ
リ
ス
留
学
中
は
、
ロ
ン
ド
ン
の
ラ
ン
カ
ス
タ
ー
ゲ
イ
ト
十

六
番
地
の
Ｗ
・
Ｖ
・
ロ
イ
ド
師
宅
に
住
み
、
エ
ド
ワ
ー
ド
・
モ
ー
ル
ト
ピ
ィ
と
い
う
教
師
に
師
事
し
、
他
の
留
学
生
ら
と
共
に
英
語
や
数

学
を
学
ん
だ
の
で
あ
る
。
が
、
寛
堂
の
自
筆
の
履
歴
書
に
よ
る
と
、
か
れ
は
慶
応
一
一
一
年
正
月
か
ら
明
治
元
年
六
月
ま
で
モ
ル
ト
ベ
ー
よ
り

「
英
文
学
」
を
学
ん
だ
と
書
い
て
い
る
。

川
路
柳
虹
君
の
お
父
さ
ん
は
川
路
寛
堂
と
い
っ
て
、
江
戸
の
有
名
な
学
者
で
幕
府
に
つ
か
え
て
い
た
川
路
聖
謨
の
孫
か
な
に
か
で
、
「
川
路
聖
謨

の
生
涯
」
と
い
う
大
き
な
本
を
書
い
て
い
ま
す
。
洲
本
で
は
英
語
の
先
生
を
し
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
川
路
君
の
お
母
さ
ん
も
や
っ
ぱ
り
歌
人
で
、

も
し
か
す
る
と
こ
の
お
母
さ
ん
が
川
路
君
に
田
村
先
生
（
国
学
者
・
田
村
文
石
Ｉ
Ｉ
Ｌ
引
用
者
）
に
習
い
に
行
け
と
す
す
め
て
、
川
路
君
が
私
の
と

こ
ろ
へ
も
っ
て
来
て
、
大
内
君
も
一
緒
に
加
わ
っ
た
と
い
う
の
が
一
番
ほ
ん
と
う
か
も
知
れ
な
い
。
私
の
父
が
遍
歴
す
る
話
（
山
形
へ
転
任
し
た
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路寛堂のこと元幕臣の英語教師

高
木
は
寛
堂
の
妻
花
子
に
つ
い
て
貴
重
な
証
言
を
残
し
て
い
る
が
、
花
子
の
面
差
し
に
は
、
老
い
た
り
と
い
え
ど
も
往
年
の
美
人
を
思

か
Ｕ
ん

わ
せ
る
も
の
が
あ
っ
た
も
の
か
。
け
れ
ど
〃
佳
人
薄
命
〃
と
い
っ
た
一
一
一
一
口
葉
が
あ
る
よ
う
に
、
花
子
は
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
こ
の
旧
城
下

（
咽
）

町
で
五
十
四
歳
を
一
期
に
亡
く
な
っ
た
の
で
あ
る
。

花
子
の
母
は
、
大
名
家
の
出
身
で
あ
る
。
出
羽
国
亀
田
藩
主
岩
城
隆
喜
を
父
と
し
て
生
ま
れ
、
長
じ
て
旗
本
浅
野
長
詐
に
嫁
し
、
花
子

（
Ⅳ
）
 

を
生
ん
だ
の
で
あ
る
。
長
詐
は
書
画
を
愛
し
、
京
都
・
江
戸
町
奉
行
を
歴
任
し
た
能
吏
で
あ
っ
た
と
い
う
。
花
子
と
太
郎
（
寛
堂
）
と
の

縁
談
が
持
ち
上
っ
た
の
は
、
文
久
元
年
（
一
八
六
一
）
春
四
月
頃
の
こ
と
で
あ
る
ら
し
い
。
御
小
姓
組
山
本
新
十
郎
が
仲
人
を
し
た
が
、

浅
野
家
の
家
禄
は
三
千
五
百
石
、
川
路
家
は
五
百
石
で
あ
っ
た
か
ら
、
家
格
の
不
釣
合
い
を
理
由
に
、
聖
謨
は
婚
姻
に
反
対
で
あ
っ
た
。

（
昭
）

が
、
結
局
は
話
が
ま
と
ま
り
、
文
久
三
年
九
月
、
太
郎
一
二
十
歳
）
と
花
子
は
華
し
ょ
く
の
典
を
あ
げ
た
．
こ
の
両
人
は
ｌ
い
わ
ゆ
る

き
ん
し
つ
あ
い
わ

琴
誘
相
和
す
Ｉ
’
八
仲
む
つ
ま
じ
い
夫
婦
で
あ
っ
た
よ
う
だ
。

も
の
で
あ
ろ
う
。

江
戸
で
生
ま
れ
育
っ
た
人
間
が
、
わ
ざ
わ
ざ
淡
路
島
に
や
っ
て
来
た
こ
と
で
、
子
供
心
に
寛
堂
夫
妻
は
ま
る
で
流
人
の
よ
う
に
写
っ
た

Ｐ
 

こ
と
１
１
１
引
用
者
）
は
前
に
言
っ
た
通
り
で
す
が
、
川
路
君
の
お
父
さ
ん
の
場
合
だ
っ
て
そ
う
な
ん
で
す
ね
。
生
粋
の
江
戸
シ
子
が
淡
路
島
の
船

み
や
こ
び
と

着
場
（
洲
本
の
こ
と
Ｉ
ｌ
‐
引
用
者
）
で
暮
ら
す
な
ん
て
、
〈
▽
か
ら
考
え
る
と
、
そ
の
昔
都
人
が
島
流
し
に
逢
っ
た
と
い
っ
た
恰
好
で
す
し
、
お

母
さ
ん
も
ほ
ん
と
う
に
上
品
な
江
戸
シ
子
で
、
洲
本
な
ん
か
で
は
惜
し
い
よ
う
な
言
蕊
雌
使
っ
て
、
年
増
な
が
ら
な
か
な
か
の
美
人
で
、
錦
絵
に

出
て
来
る
大
奥
の
御
殿
女
中
と
い
っ
た
と
こ
ろ
で
し
た
（
高
木
市
之
助
「
国
文
学
五
十
年
』
）
。
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し
お
ん

先
ず
「
恩
」
（
め
ぐ
み
）
に
つ
い
て
、
寛
堂
は
仏
語
の
四
恩
（
衆
生
が
こ
の
世
で
受
け
ブ
○
四
つ
の
恩
）
を
も
じ
っ
て
、
「
ま
ず
第
一
に
君
国

の
恩
、
次
に
父
母
の
恩
、
次
に
淡
路
当
局
者
の
恩
、
教
師
の
恩
」
を
心
に
銘
記
せ
よ
、
と
い
い
、
中
等
教
育
を
受
け
る
機
会
を
与
え
て
く

れ
た
父
母
の
恩
愛
や
師
恩
に
ふ
れ
て
次
の
よ
う
に
云
っ
て
い
る
。

教
育
者
と
し
て
観
た
場
合
の
寛
堂
は
、
旧
幣
な
人
で
あ
る
。
年
少
よ
り
儒
学
教
育
を
受
け
、
長
じ
て
洋
学
に
ふ
れ
た
が
、
そ
の
人
生

し
し
ん

観
・
教
育
観
の
根
幹
を
成
す
も
の
は
や
は
り
儒
学
思
想
で
あ
っ
た
。
教
育
の
基
本
理
念
、
人
間
と
し
て
守
る
べ
き
徳
目
、
人
生
の
指
蔵

（
指
針
と
な
る
い
ま
し
め
）
の
基
礎
は
、
す
べ
て
教
育
勅
語
の
中
に
集
約
さ
れ
て
い
る
と
考
え
た
よ
う
で
あ
る
。
寛
堂
が
淡
路
高
等
女
学

校
の
校
長
時
代
に
行
っ
た
「
卒
業
式
の
訓
示
」
（
大
正
一
一
年
三
月
）
の
中
に
、
か
れ
の
人
生
観
や
教
育
観
が
如
実
に
現
れ
て
い
る
よ
う
に

思
わ
れ
る
。

ｌ
‐
ｌ
教
育
は
人
を
人
と
な
す
大
切
な
も
の
で
す
か
ら
、
ま
ず
教
育
に
つ
い
て
い
え
ば
、
明
治
維
新
の
前
は
、
女
子
に
教
育
を
与
え
る
と
い
う
こ
と

み
よ

な
く
、
む
し
ろ
女
子
は
無
学
な
ら
し
め
ん
と
し
た
方
針
の
よ
う
で
し
た
。
し
か
る
に
明
治
の
御
代
に
遭
遇
し
て
、
諸
嬢
は
男
子
と
大
差
な
く
、
中

等
教
育
を
受
く
る
に
至
っ
た
の
で
す
。
実
に
そ
の
御
恩
大
な
り
と
云
う
べ
し
。

ま
た
諸
嬢
の
父
母
は
、
経
費
を
も
厭
わ
ず
、
諸
嬢
に
教
育
を
与
へ
ん
と
て
、
こ
の
校
に
送
っ
た
の
で
す
。
そ
の
恩
、
申
す
ま
で
も
な
し
。
ま
た

ぎ
ゆ

き
ゆ
を
お
う

い

淡
路
に
こ
の
学
校
あ
れ
ば
こ
そ
、
諸
嬢
が
遠
く
笈
を
負
う
に
及
ば
ず
し
て
（
負
・
笈
ｌ
遠
く
離
れ
た
地
に
学
び
に
行
く
意
ｌ
引
用
者
）
、
坐

な
が
ら
中
等
の
教
育
を
受
く
る
を
得
た
れ
。
さ
れ
ば
当
校
を
創
立
し
、
こ
れ
を
維
持
す
る
経
営
者
の
恩
も
ま
た
大
な
ら
ず
や
。
ま
た
初
等
の
教
育

た
る
小
学
の
教
師
を
始
め
と
し
、
す
べ
て
教
師
に
受
け
た
る
恩
も
大
な
り
と
云
う
べ
き
に
あ
ら
ず
や
。

○
寛
堂
の
処
生
訓
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元幕臣の英語教師 路寛堂のこと

し
つ
い

人
生
に
有
為
転
変
は
つ
き
Ｊ
西
）
の
で
あ
る
。
人
生
航
路
に
は
嵐
も
あ
れ
ば
、
な
ぎ
も
あ
る
が
、
逆
境
に
遭
っ
た
際
に
堅
忍
不
抜
の
精
神
と

勇
気
を
も
っ
て
顛
難
に
耐
え
困
難
に
打
ち
勝
つ
よ
う
に
い
ま
し
め
て
い
る
。

お
わ

み
ち

’
一
歩
を
転
じ
て
申
し
ま
す
れ
ば
、
今
や
諸
嬢
は
高
等
普
通
教
育
を
了
り
た
る
入
ゆ
え
、
こ
れ
よ
り
い
ず
れ
の
途
に
せ
よ
、
世
間
と
い
う
荒
波

の
中
に
出
る
こ
と
で
あ
る
。
さ
れ
ば
忍
耐
も
勇
気
も
ま
す
ま
す
実
施
に
経
験
す
べ
き
時
機
に
到
来
し
た
の
だ
。
こ
れ
を
約
言
す
れ
ば
、
す
な
わ
ち

な

人
間
社
会
の
辛
苦
を
嘗
む
べ
き
（
味
わ
う
意
１
－
１
引
用
者
）
時
節
に
成
っ
た
の
で
す
。
お
よ
そ
人
間
社
会
は
、
優
勝
劣
敗
、
適
者
は
存
し
不
適
者

ほ
ろ

は
亡
ぶ
。
と
、
い
う
通
則
を
実
行
す
る
場
所
な
の
で
あ
う
Ｃ
・淡路高等女学校校長時代の寛堂と

教え子。卒業式のとき撮ったもの

〔洲本高等学校蔵〕

か
つ
ま
た
、
た
と
え
、
優
勝
者
と
い
え
ど
も
、
い
つ
も
順
境
に
在
る

の
み
と
い
う
わ
け
に
は
い
か
ぬ
。
ず
い
ぶ
ん
不
幸
に
も
遭
遇
す
る
こ
と

が
多
い
の
だ
。
古
来
哲
人
が
、
人
生
の
行
路
難
を
歌
う
た
の
も
、
実
に

故
あ
る
と
云
う
く
し
で
す
。
さ
れ
ば
い
か
に
し
て
楽
し
く
か
登
る
行
路

の
困
難
な
る
世
を
送
る
べ
き
か
、
な
い
し
は
こ
の
世
を
悲
観
し
て
哀
れ

に
生
を
送
る
べ
き
で
し
ょ
う
か
．
近
く
ラ
ポ
ッ
ク
ス
（
不
詳
ｌ
引
用

こ
と
ば

者
）
と
い
う
人
の
一
一
一
一
口
に
、
「
人
生
と
は
た
だ
生
き
て
お
る
、
と
い
う
意
味

で
は
な
く
て
、
よ
く
生
活
す
る
と
い
う
こ
と
で
す
」
と
云
い
ま
し
た
。

こ
の
よ
く
生
活
す
る
と
い
う
の
は
、
心
胸
快
活
、
古
人
の
い
う
仰
い
で

は
ふ

天
に
槐
じ
ず
、
傭
し
て
地
に
槐
じ
ず
（
仰
不
レ
槐
二
舩
天
一
、
伯
不
レ

作
二
舩
人
一
［
ふ
ぎ
ょ
う
て
ん
ち
に
は
じ
ず
］
［
孟
子
・
尽
心
］

ｌ
公
明
正
大
の
た
と
え
ｌ
引
用
萱
と
、
い
う
の
で
す
・
も
と
よ

し
や
し
ぜ
い
た
く

り
著
侈
寳
沢
に
生
活
す
る
と
い
う
の
で
は
な
い
。
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文
明
が
開
け
、
世
の
中
が
進
む
に
つ
れ
て
人
間
は
ぜ
い
た
く
に
な
っ
て
来
た
が
、
寛
堂
は
と
も
す
れ
ば
著
侈
に
流
れ
が
ち
な
世
の
弊
風
、

騎
慢
（
お
ご
り
た
か
ぶ
り
）
、
日
本
婦
人
が
も
つ
べ
き
気
慨
（
気
骨
）
と
堪
忍
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

人
は
困
苦
を
な
め
て
お
る
と
き
、
ど
う
す
れ
ば
精
神
的
な
喜
び
を
得
ら
れ
る
か
。
つ
ま
り
そ
れ
は
各
人
の
心
の
持
ち
方
次
第
で
あ
る
と

説
い
て
い
る
。

あ
ろ
う
。

幕
末
か
ら
維
新
期
に
か
け
て
の
激
動
の
時
代
を
生
き
抜
い
て
来
た
寛
堂
の
実
体
験
か
ら
生
ま
れ
た
の
が
、
今
引
い
た
言
葉
そ
の
も
の
で

ｌ
ま
た
歩
を
転
じ
て
考
え
ま
す
れ
ば
、
こ
の
荒
波
の
世
の
中
に
辛
苦
を
絶
え
ざ
る
時
に
お
い
て
、
い
か
に
し
て
心
胸
の
快
活
を
得
ら
る
饅
で
し

矢
旛

け
ん
て
つ

か
ふ
く

よ
う
か
・
こ
れ
只
に
諸
嬢
の
心
が
け
次
第
に
在
る
の
だ
．
古
の
賢
哲
（
才
知
が
す
ぐ
れ
た
人
１
４
引
用
者
）
も
「
禍
福
（
わ
ざ
わ
い
と
幸
い
ｌ

引
用
者
）
己
よ
り
出
で
ざ
る
も
の
な
し
」
と
い
い
、
ま
た
西
哲
も
「
己
れ
が
幸
福
を
得
ざ
る
こ
と
あ
ら
ば
、
そ
の
過
失
は
己
れ
の
身
に
あ
り
」
と

ば
ん
ら
い

い
い
ま
し
た
。
ま
た
ラ
ス
キ
ン
（
一
八
一
九
～
一
九
○
○
、
イ
ギ
リ
ス
の
批
評
家
Ｉ
Ｉ
Ｊ
引
用
者
）
も
「
人
の
、
し
次
第
で
、
天
地
間
の
万
籟
（
あ
ら

ゆ
る
物
音
１
１
４
引
用
者
）
を
し
て
、
こ
と
ご
と
く
美
な
る
音
楽
の
ご
と
く
聞
か
し
む
る
こ
と
を
得
る
」
と
い
い
ま
し
た
。
（
中
略
）

し
り
ぞ

か
か
る
と
き
に
当
り
、
満
胸
の
勇
気
を
も
て
、
百
般
の
誘
惑
と
戦
い
て
、
こ
れ
を
退
け
、
ま
た
い
か
な
る
逆
境
に
立
つ
と
も
、
そ
の
困
難
は
、

非
常
の
耐
忍
を
も
て
こ
れ
に
抵
抗
し
、
困
難
に
敗
北
し
て
は
決
し
て
な
ら
ぬ
。
さ
れ
ば
奮
闘
を
も
て
、
千
万
の
困
難
に
打
ち
勝
て
ば
、
す
な
わ
ち

幸
福
と
い
う
戦
利
品
を
得
る
こ
と
信
じ
て
疑
う
べ
き
で
な
い
。

し
た
が

し
か

‐
‐
ｌ
終
り
に
臨
ん
で
、
な
お
一
一
一
一
一
口
せ
ん
と
思
う
は
、
世
の
文
明
に
赴
く
に
随
い
、
著
侈
の
風
も
ま
た
進
む
傾
き
が
あ
る
。
然
し
て
い
ず
れ
の
国
に
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元幕臣の英語教師111路寛堂のこと

寛
堂
が
淡
路
島
に
い
た
の
は
十
年
と
三
ヵ
月
で
あ
り
、
と
く
に
淡
路
高
女
の
校
長
の
と
き
一
一
百
余
名
の
卒
業
生
を
世
に
送
っ
た
。
毎
年
、

卒
業
式
の
と
き
訓
辞
を
述
べ
た
が
、
そ
れ
を
一
言
に
要
約
す
れ
ば
「
忍
耐
」
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
寛
堂
は
淡
路
を
去
り
、
神
戸
に
赴

い
た
の
ち
も
、
慈
し
み
育
て
た
子
（
卒
業
生
）
に
対
し
て
は
い
つ
ま
で
も
愛
情
を
注
い
だ
の
で
あ
る
。
曰
く
。

マ
マ

ー
‐
‐
‐
‐
‐
‐
小
生
は
た
と
え
淡
路
高
女
校
の
職
儀
を
去
り
た
る
も
、
な
お
何
の
変
る
こ
と
な
く
、
常
に
諸
君
を
我
が
娘
に
ひ
と
し
く
思
い
、
諸
君
の
幸
福

ゆ
う

を
聞
け
ば
こ
れ
を
喜
び
、
こ
れ
に
反
せ
ぱ
蔓
に
堪
え
ざ
る
く
し
。
よ
っ
て
何
事
に
ま
れ
、
も
し
小
生
相
応
の
こ
と
に
て
、
諸
君
の
た
め
に
つ
く
す

べ
き
こ
と
あ
る
と
き
は
、
微
力
の
あ
ら
ん
限
り
喜
ん
で
こ
れ
を
尽
す
べ
き
こ
と
勿
論
で
す
か
ら
、
御
遠
慮
な
く
御
も
う
し
越
あ
ら
れ
ん
こ
と
を
希

終
り
に
臨
ん
で
切
に
願
く
は
、
（
蠕
君
つ
ね
に
精
神
の
修
養
と
共
に
、
身
体
の
運
動
を
怠
ら
ず
し
て
、
心
身
の
健
康
を
保
た
れ
ん
こ
と
を
。
小

生
つ
れ
に
諸
君
の
健
全
と
幸
福
を
祈
る
。

望
し
ま
す
。

お
い
て
も
、
著
侈
と
女
子
と
は
、
大
い
に
関
係
あ
る
よ
う
で
す
。
戒
め
よ
、
諸
嬢
よ
。
「
一
朝
著
侈
に
陥
ら
ば
、
永
久
そ
の
人
を
汚
す
」
と
ベ
ー

コ
ン
（
一
五
六
一
～
’
六
一
一
六
、
イ
ギ
リ
ス
の
哲
学
者
－
１
４
引
用
者
）
も
い
い
ま
し
た
。

今
日
諸
嬢
は
卒
業
生
と
い
え
る
名
称
を
得
ら
れ
ま
し
た
か
ら
、
も
う
こ
れ
で
よ
い
と
い
う
籟
漫
心
の
、
も
し
も
出
る
か
、
あ
る
い
は
ま
た
少
し

ば
か
り
の
学
識
を
振
り
廻
し
て
、
誇
り
顔
す
る
よ
う
な
こ
と
あ
れ
ば
、
こ
れ
と
共
に
著
侈
心
が
共
に
起
こ
り
、
誘
惑
を
た
く
ま
し
く
す
る
有
形
無

い
に
し
え
よ

形
の
内
外
の
悪
魔
に
つ
け
込
ま
れ
、
つ
い
に
堕
落
生
と
な
る
の
で
あ
る
。
（
中
略
）
わ
が
大
和
民
族
の
女
子
に
は
、
古
よ
り
能
く
多
大
の
顛
難
を

忍
ん
で
、
君
の
た
め
、
夫
の
た
め
、
親
の
た
め
、
そ
の
身
を
犠
牲
に
せ
し
も
の
も
少
な
く
な
い
。
願
く
は
諸
嬢
よ
、
古
来
の
賢
婦
烈
女
に
槐
じ
ず
、

よ
く
良
妻
の
本
性
を
実
現
し
、
世
の
困
苦
に
打
ち
勝
ち
、
も
っ
て
徳
器
を
成
就
し
、
人
格
の
完
成
を
期
せ
ん
こ
と
を
。
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寛
堂
は
、
晩
年
の
約
九
年
間
を
神
戸
市
中
山
手
の
松
蔭
女
学
校
の
副
校
長
を
勤
め
た
。
そ
の
寛
堂
に
修
身
・
東
洋
史
。
西
洋
史
を
教
わ

く
さ
か

つ
た
卒
業
生
が
今
も
健
在
で
あ
る
。
曰
下
初
子
さ
ん
八
十
七
歳
が
そ
の
人
で
あ
る
。
曰
下
さ
ん
は
旧
姓
を
喜
田
と
い
い
、
兵
庫
県
三
原
郡

一
一
一
原
町
の
出
身
で
、
明
治
三
十
六
年
（
一
九
○
三
）
六
月
十
七
曰
、
医
師
喜
田
忠
次
郎
の
子
と
し
て
生
ま
れ
、
大
正
五
年
（
’
九
一
六
）

十
三
歳
の
と
き
、
女
学
校
進
学
の
た
め
故
郷
の
淡
路
を
あ
と
に
神
戸
に
や
っ
て
来
た
。
そ
し
て
同
年
春
こ
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
ス
ク
ー
ル
に
入

学
し
た
の
で
あ
る
。
父
母
は
も
と
も
と
初
子
さ
ん
を
医
学
校
に
進
ま
せ
医
師
に
す
る
の
が
念
願
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
彼
女
は
松
蔭
を
出
た

の
ち
奈
良
女
子
高
等
師
範
学
校
に
進
み
、
同
校
を
卒
業
し
た
。
大
正
十
一
年
（
’
九
二
一
一
）
か
ら
同
十
五
年
（
一
九
一
一
六
）
年
ま
で
の
約

四
ヵ
年
間
、
初
子
さ
ん
は
川
路
副
校
長
と
入
れ
代
わ
り
に
第
九
代
校
長
に
就
任
し
た
浅
野
勇
の
事
務
手
伝
い
の
よ
う
な
こ
と
を
や
り
、
そ

の
の
ち
判
事
曰
下
氏
の
も
と
に
嫁
し
た
。

初
子
さ
ん
が
松
蔭
女
学
校
に
入
学
し
た
大
正
五
年
の
入
学
者
は
四
十
名
。
無
試
験
入
学
で
、
五
年
生
が
十
名
ほ
ど
い
た
と
い
う
。
当
時

の
第
八
代
校
長
は
ミ
ス
・
ヒ
ュ
ー
ズ
と
い
い
、
毎
朝
礼
拝
堂
（
？
）
で
出
席
が
取
ら
れ
た
あ
と
、
一
同
讃
美
歌
を
う
た
っ
た
。
川
路
校
長

も
も
ち
ろ
ん
出
席
し
て
い
た
。
何
か
の
折
に
、
ミ
ス
・
ヒ
ュ
ー
ズ
が
そ
ば
の
寛
堂
に
英
語
で
何
か
い
う
と
、
か
れ
は
「
オ
ー
イ
エ
ス
。
オ

ー
イ
エ
ス
。
イ
エ
ス
…
・
・
・
」
と
答
え
て
い
た
と
い
う
。
そ
れ
が
何
と
も
お
か
し
く
思
わ
れ
た
の
で
女
学
生
た
ち
が
く
す
く
す
笑
う
と
、
あ

と
で
ミ
ス
・
ヒ
ュ
ー
ズ
か
ら
「
な
ぜ
、
お
か
し
い
の
か
？
」
と
し
か
ら
れ
た
。

初
子
さ
ん
は
高
学
年
（
四
、
五
年
生
）
の
と
き
、
初
め
て
寛
堂
に
教
わ
っ
た
。
が
、
す
で
に
当
時
か
ら
七
十
余
年
も
経
っ
て
お
り
、
寛

堂
の
印
象
は
稀
薄
で
あ
る
と
い
う
。
寛
堂
は
ど
の
よ
う
な
先
生
で
あ
っ
た
か
尋
ね
る
と
、

１
１
体
格
の
小
さ
な
人
で
、
か
わ
い
い
サ
ン
タ
の
お
じ
い
さ
ん
。

○
神
戸
松
蔭
女
学
校
に
お
け
る
寛
堂
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元幕臣の英語教師111路寛堂のこと

筆
者
は
イ
ギ
リ
ス
留
学
中
の
こ
と
が
聞
き
出
し
た
か
っ
た
が
、
寛
堂
は
そ
れ
に
つ
い
て
は
何
も
語
ら
な
か
っ
た
ら
し
い
。
時
折
、
教
科

書
を
忘
れ
て
教
場
に
出
て
く
る
女
学
生
が
い
る
と
、
寛
堂
は
い
つ
も
、

ｌ
教
科
書
を
忘
れ
る
は
、
兵
隊
が
鉄
砲
を
忘
れ
る
よ
う
な
も
の
で
あ
る
．

こ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
、
寛
堂
の
ユ
ー
モ
ラ
ス
な
一
面
を
よ
く
物
語
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
寛
堂
は
洲
本
時
代
に
妻
花
子
を
失
っ

た
の
ち
、
そ
の
付
添
婦
を
し
て
い
た
吉
見
サ
ダ
（
三
原
郡
一
一
一
原
町
の
出
身
、
人
形
遣
い
の
妹
）
を
後
妻
と
し
た
。
こ
の
結
婚
は
土
地
の

と
い
っ
た
。

の
よ
う
な
感
じ
が
し
た
と
い
う
。

学
校
校
長
、
郷
土
史
家
）
の
厳
父
（
長
五
郎
）
は
当

の代
時
、
三
原
郡
湊
村
の
村
長
で
あ
っ
た
。

時長
寛
堂
の
家
は
神
戸
市
熊
内
通
り
に
あ
り
、
二
階
の

辨刷二間を学生下宿に当て、淡路出身の女学生を
鮮瀧折よく下宿させていたらしい。初子さんも寛堂
鵬鵬価の家に遊びにいった折、後妻のサダ（クリス

テ
ィ
ア
ン
に
改
宗
）
か
ら
「
う
ち
に
下
宿
し
な
さ

い
」
と
云
わ
れ
た
こ
と
が
あ
り
、
ま
た
寛
堂
の
息
子

柳
虹
（
当
時
、
美
校
生
）
と
も
ト
ラ
ン
プ
な
ど
や
つ

人
々
、
と
く
に
町
長
や
村
長
な
ど
か
ら
非
難
を
浴
び

た
ら
し
い
。
ち
な
み
に
菊
川
兼
男
氏
（
｜
兀
三
原
高
等
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よ
わ
い

幕
臣
時
代
と
晩
年
の
寛
堂
の
写
真
を
よ
く
見
比
べ
て
み
る
し
」
、
概
ね
風
貌
は
変
ら
ず
、
齢
を
重
ね
る
に
つ
れ
て
、
ま
す
ま
す
品
性
は
陶

，
そ
ん
ぷ
う
し

治
き
れ
、
村
夫
子
然
と
し
て
来
た
印
象
を
抱
か
さ
れ
る
。
寛
堂
の
前
半
生
は
、
波
ら
ん
に
富
ん
だ
も
の
で
あ
り
決
し
て
１
レ
あ
わ
せ
で
あ
っ

た
と
は
思
え
ぬ
が
、
教
育
者
に
転
身
し
て
か
ら
は
、
そ
の
職
務
に
忠
実
に
、
教
育
に
無
比
の
愛
を
注
ぎ
、
晩
節
を
汚
す
こ
と
な
く
、
穏
や

か
な
生
涯
を
終
え
た
よ
う
に
思
え
る
．
本
稿
を
泉
下
の
寛
堂
先
生
に
棒
ぐ
・
Ｉ

て
遊
ん
だ
想
い
出
を
も
っ
て
い
る
。

次
に
掲
げ
る
の
は
寛
堂
直
筆
の
履
歴
書
で
あ
る
。
淡
路
高
等
女
学
校
の
用
菱
（
八
枚
）
に
毛
筆
で
書
い
た
も
の
で
、
現
在
兵
庫
県
立
洲

次
に
太
郎
（
寛
堂
）
の
伝
記
資
料
を
次
に
掲
げ
る
。
ル
ビ
及
び
（
）
内
の
注
は
引
用
者
に
よ
る
。

二
八
五
六
）

お
お
せ
つ
け
ら
れ

（
一
八
五
九
）

安
政
一
二
辰
年
六
月
十
日
従
部
屋
住
被
召
出
両
御
番
之
内
江
御
番
入
被
仰
付
御
小
姓
組
酒
井
対
馬
守
組
江
入
仙
石
右
近
組
之
節
同
六
未
年
八
月

こ
れ
あ
り

く
だ
し
お
か
れ

一
一
十
七
口
目
祖
父
左
衛
門
尉
思
召
有
之
御
役
御
免
家
督
無
相
違
被
下
置

（
一
八
六
一
一
一
）

二
八
六
四
）

さ
ん
し

柴
田
能
登
守
組
之
節
文
久
一
一
一
亥
年
正
月
一
一
十
一
一
日
御
小
納
戸
被
仰
付
同
年
一
一
月
六
日
布
衣
被
仰
付
元
治
元
子
年
六
月
一
一
十
一
二
日
勤
仕

（
一
八
六
六
）

並
寄
合
被
仰
付
慶
応
一
一
寅
年
八
月
一
一
十
七
日
歩
丘
〈
頭
並
被
仰
付
候
。

川
路
太
郎

し
も
つ
け

高
五
百
石
武
蔵
下
野

［
史
料
］

本
国
生
国
共
武
蔵
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元幕臣の英語教師川路寛堂のこと

本
高
等
学
校
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。

年
月
日

卒
業
証
書
免
許
状

こ
れ
な
く

無
之

学
業

生
年
月
日

族
籍

現
住
所

原
籍

履学
科
程
度 弘
化
元
年
十
二
月
廿
一
曰

歴

び
ん
ご
ｊ

広
島
県
備
後
国
深
安
郡
深
津
村
百
一
ハ
番
邸

兵
庫
県
津
名
郡
洲
本
町
ノ
内
汐
見
町
一
番
地

広
島
県
平
民

書

川
路
寛
堂

学
校
又
ハ
教
師
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明
治
六
年
一
月
十
日

明
治
六
年
二
月
日
不
詳

明
治
五
年
八
月
十
九
日

明
治
五
年
十
月
三
日

明
治
五
年
八
月
日
不
詳

明
治
五
年
六
月
廿
五
日

明
治
四
年
十
月
廿
九
日

明
治
四
年
十
一
月
日
不
詳

年
月
曰

明
治
四
年
十
月
廿
二
日

至自

職
業

慶
応
三
年
正
月
英
文
学

明
治
元
年
六
月

職
務
俸
給

特
命
全
権
大
使
欧
米
各
国
へ
被
差
遣
候

お
お
せ
つ
け
ら
れ

ニ
付
三
等
書
記
官
ト
シ
テ
随
行
被
仰
付

外
務
省
七
等
出
仕
ヲ
拝
命
ス

な
ら
び

特
命
全
権
大
使
井
二
副
使
二
従
上
横
浜
出
帆
先

シ
米
国
二
向
上
欧
米
巡
回
ノ
途
二
上
し
り

（
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
）

財
政
出
納
事
務
取
調
ト
シ
テ
紐
育
府
滞
在
被

仰
付

（
ボ
ス

特
命
全
権
大
使
井
二
副
使
二
従
上
米
国
慕
斯

ト
ン
）

敦
港
ヲ
発
シ
英
国
二
渡
航
セ
リ

大
蔵
省
七
等
出
仕
ヲ
拝
命
ス

お
う
し
よ
う

公
務
鞁
掌
ノ
際
格
別
勉
励
候
二
付
為
御
手

（
五
十
ド
ル
）

当
毎
月
墨
銀
五
十
元
シ
塗
加
賜
セ
ラ
ル

（
オ
ラ
ン
ダ
）

士
木
工
役
視
察
ト
シ
ー
プ
和
蘭
国
滞
在
被
仰
付

（
ペ
テ
ル
ス
プ
ル
ク
）

独
逸
国
仏
藺
克
塗
二
舩
一
ア
又
特
命
全
権
大
使

（
イ
タ
リ
ア
）

（
オ
ー

ノ
一
行
二
列
随
シ
伊
太
利
国
ノ
各
市
府
其
他
澳

ス
ト
リ
ァ
・
ス
イ
ス
）

太
利
瑞
西
ノ
各
地
ヲ
巡
回
シ
支
那
地
方
ヲ
経
テ
同

（
ロ
ン
的
ｒ
ン
）

英
国
倫
動
文
学
士

モ
ル
ト
ベ
ー

特
命
全
権
大
使

特
命
全
権
大
使

特
命
全
権
大
使

大
政
官

官
庁

大
政
官

大
政
官
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路寛堂のこと元幕臣の英語教師

明
治
七
年
三
月
廿
八
曰

明
治
六
年
九
月

明
治
七
年
八
月
十
五
日

明
治
八
年
一
月
十
八
日

明
治
八
年
九
月
廿
三
日

明
治
八
年
十
一
月
二
日

明
治
九
年
一
月
十
二
日

明
治
九
年
二
月
二
十
日

明
治
十
年
一
月
十
一
日

明
治
廿
六
年
八
月
十
五
日

明
治
廿
六
年
九
月
十
日

年
九
月
日
不
詳
帰
朝
ス

帰
朝
以
後
特
命
全
権
大
使
会
計
残
務
整

理
員
二
列
シ
大
蔵
省
二
船
テ
之
二
従
事
ス

横
浜
出
張
被
仰
付
外
国
人
交
渉
ノ
事
務
二
従
事

シ
｜
個
月
ノ
後
之
ヲ
結
了
シ
本
省
に
帰
ル

大
蔵
省
検
査
寮
改
正
取
調
掛
被
仰
付

こ
れ
あ
り
（
シ
ャ
ム
）

御
用
有
之
暹
羅
国
へ
被
差
遣
ご
曰
ノ
（
叩
ヲ
拝

（
マ
ニ
ラ
）
（
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
）

シ
翌
日
横
浜
出
帆
香
港
馬
尼
刺
新
加
波
ヲ
経
一
プ

（
バ
ン
コ
ッ
ク
）

暹
羅
国
盤
谷
府
二
至
り
公
務
完
了
ノ
後
同
年
一
二

月
日
不
詳
帰
朝
ス

翻
訳
御
用
専
務
被
仰
付

特
命
全
権
大
使
へ
随
行
欧
米
各
国
巡
回
中
拝
借

金
参
百
円
特
別
ノ
訳
ヲ
以
テ
返
納
テ
及
パ
サ
ル
旨
ノ

特
典
ヲ
蒙
ル

（
六
位
の
宮
？
）

大
蔵
権
少
亟
二
任
セ
ー
フ
ル

正
七
位
二
叙
セ
ラ
ル

各
省
大
少
亟
以
下
廃
官
二
付
罷
免

広
島
県
福
山
尋
常
中
学
校
教
員
雇
ヲ
命
セ
ラ
ル

更
二
広
島
県
ヨ
リ
福
山
尋
常
中
学
校
教
師
ヲ
嘱

託
サ
ル
但
月
俸
金
参
拾
五
円
給
与
サ
ル

大
蔵
省

太
政
官

大
蔵
省

太
政
官

太
政
大
臣
従
一
位
三
条
実
美
宣

太
政
大
臣
従
一
位
三
条
実
美
宣

広
島
県

広
島
県
福
山
尋
常
中
学
校
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明
治
三
十
六
年
五
月
十
四
日

明
治
三
十
七
年
四
月
十
四
日

明
治
三
十
六
年
五
月
十
四
日

明
治
三
十
三
年
一
月
廿
四
日

明
治
三
十
四
年
六
月
三
十
日

明
治
三
十
六
年
一
月
三
十
一
日

明
治
廿
八
年
九
月
十
九
日

明
治
三
十
二
年
六
月
五
日

明
治
三
十
二
年
七
月
六
日

明
治
三
十
二
年
七
月
六
日

身
上
異
動

元
来
旧
幕
府
ノ
臣
ナ
リ
シ
ガ
明
治
元
年
維
新
ノ
際
藩
地
ダ
ル
静

岡
二
赴
カ
ズ
民
間
二
下
テ
平
民
ト
ナ
リ
本
籍
ヲ
東
京
府
二
定
メ
タ
リ

賞
罰

（
シ
ャ
ム
）

（
ア
メ
リ
カ
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
）

明
治
十
年
一
一
月
一
一
一
日
暹
羅
国
物
産
並
米
国
土
人
ノ
所
用
品
博
物
館
二
献
納

候
付
其
賞
ト
シ
テ
東
京
府
ヨ
リ
銀
盃
一
個
下
賜
セ
ラ
ル

月
俸
金
四
拾
円
二
増
給
セ
ラ
ル

月
俸
金
四
拾
五
円
二
増
給
セ
ラ
ル

ね
が
い
に
よ
り

依
願
広
島
県
第
二
中
学
校
教
師
ノ
嘱
託
ヲ
解
ル

兵
庫
県
洲
本
中
学
校
教
諭
心
得
ヲ
命
セ
ラ
ル
但
月

俸
金
四
拾
参
円
給
与
サ
ル

月
俸
金
五
拾
円
増
給
サ
ル

月
俸
金
五
拾
五
円
二
増
給
セ
ラ
ル

兵
庫
県
津
名
郡
三
原
郡
組
合
立
淡
路
高
等
女

学
校
長
二
任
セ
ラ
ル
但
月
俸
金
六
十
円
給
典

津
名
郡
三
原
郡
組
合
立
淡
路
高
等
女
学
校
長

一
一
任
セ
ラ
ル

拾
籔
級
俸
（
七
百
円
）
下
賜
セ
ラ
ル

拾
壱
級
俸
（
八
百
円
）
下
賜
セ
ラ
ル

広
島
県

広
島
県

広
島
県

兵
庫
県

内
閣
総
理
大
臣
従
二
位
勲
一
等

功
三
級
伯
爵
桂
太
郎
宣

兵
庫
県

兵
庫
県

兵
庫
県

兵
庫
県

兵
庫
県
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元幕臣の英語教師 路寛堂のこと

［
追
記
］

一
昨
年
の
夏
期
休
暇
中
、
筆
者
は
慶
応
二
年
（
’
八
六
六
）
に
イ
ギ
リ
ス
に
送
ら
れ
た
幕
府
留
学
生
十
四
名
に
つ
い
て
小
論
を
書
い
た
。

｜
行
の
取
締
（
学
生
監
督
）
の
一
人
で
あ
っ
た
の
が
へ
幕
末
期
の
有
名
な
幕
政
家
川
路
聖
謨
の
嫡
孫
・
川
路
太
郎
（
寛
堂
）
で
あ
る
。
大

ま
さ
な
お

郎
の
同
輩
な
ら
び
に
監
督
下
に
あ
っ
た
留
学
生
の
う
ち
、
中
村
敬
輔
（
正
直
）
・
外
山
拾
八
（
正
一
）
・
箕
作
大
六
（
の
ち
の
菊
地
大

麓
）
・
林
董
三
郎
（
童
）
・
市
川
森
三
郎
（
の
ち
の
平
岡
盛
三
郎
）
ら
は
、
維
新
後
林
の
よ
う
に
官
途
に
つ
い
た
も
の
を
除
き
、
欧
米
に
再

留
学
し
、
帰
国
後
、
欧
化
主
義
の
も
と
で
そ
れ
ぞ
れ
順
風
満
帆
の
人
生
を
歩
み
、
外
交
官
や
官
僚
学
者
と
な
り
、
多
く
は
や
が
て
華
族
に

列
し
た
。
が
、
ひ
と
り
太
郎
は
、
お
よ
そ
出
世
と
は
無
縁
の
人
生
を
送
り
、
中
等
学
校
の
一
教
師
と
し
て
そ
の
生
涯
を
閉
じ
た
。

太
郎
は
若
き
曰
に
ロ
ン
ド
ン
に
留
学
は
し
た
も
の
の
大
学
に
は
入
学
せ
ず
、
個
人
教
師
に
つ
い
て
学
ん
だ
だ
け
で
、
と
く
に
資
格
・
肩

書
と
い
っ
た
も
の
が
な
か
っ
た
た
め
に
官
途
に
つ
い
て
も
出
世
の
見
込
み
は
無
く
、
ま
し
て
や
教
育
の
最
高
機
関
で
あ
る
大
学
に
招
聰
さ

れ
る
こ
と
も
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
幕
府
崩
壊
後
、
旧
旗
本
や
御
家
人
ら
は
百
八
十
度
生
活
を
転
換
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
が
、
筆
者

は
そ
の
一
典
型
と
し
て
元
幕
臣
川
路
太
郎
の
維
新
後
の
生
き
ざ
ま
に
非
常
に
興
味
を
覚
え
る
の
で
あ
る
。
旧
稿
で
は
維
新
後
の
経
歴
を
略

記
し
た
に
す
ぎ
な
か
っ
た
が
、
今
回
大
方
の
御
協
力
を
得
て
太
郎
の
生
涯
の
空
白
部
分
を
だ
い
ぶ
埋
め
る
こ
と
が
で
き
た
。
最
後
に
本
稿

を
草
す
る
上
で
、
尼
崎
市
大
庄
西
町
在
住
の
曰
下
初
子
氏
、
神
戸
市
の
松
蔭
女
子
学
院
校
長
磯
由
美
子
氏
、
兵
庫
県
三
原
郡
西
淡
町
湊
里

在
中
の
郷
土
史
家
で
元
一
一
一
原
高
校
校
長
の
菊
川
兼
男
氏
、
兵
庫
県
立
洲
本
高
等
学
校
教
諭
武
田
信
一
氏
、
都
下
町
田
市
在
住
の
川
路
克
子

氏
、
宮
内
庁
書
陵
部
に
勤
務
す
る
川
田
貞
夫
氏
、
安
立
院
住
職
畑
田
良
順
氏
等
の
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
記
し
て
感
謝
を
表
し
ま
す
。

”
し
ぎ
』

つ
学
砦
つ

爾
後
明
治
一
二
十
一
年
都
合
ア
リ
テ
現
今
在
籍
地
広
島
県
二
籍
ヲ

移
シ
タ
リ
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ＩＭ５１ＩＩ３ＥＩＩＩｂす『77百五可官Ｔ注
、－〆、－〆～￣、＝〆、－〆、－〆、－〆、－〆、＝〆、－〆、－"、－〆、－－、＝〆、－〆、－－

あ
ん
り
ゆ
う

花
子
の
没
年
・
戒
名
等
に
関
し
て
は
、
（
ロ
東
区
谷
中
の
安
立
院
の
過
去
帳
に
、

『
黒
船
記
』
の
一
五
七

菊
川
兼
男
氏
の
談
話
。

『
淡
交
会
誌
」
（
第
四
□

日
下
初
子
氏
の
談
話
。

『
黒
船
記
』
の
「
序
」
よ
り

同
書
の
一
二
頁
～
一
一
二
頁
。

川
路
克
子
氏
の
談
話
。

「
淡
交
会
誌
」
（
第
四
号
）
に
掲
載
さ
れ
た
「
卒
業
式
の
訓
示
」
（
寛
堂
）
よ
り
。

「
洲
本
市
史
』
八
四
七
頁
～
八
五
○
頁
。

勺
の
【
の
『
勺
四
『
］
の
『
》
の
口
己
ぐ
の
【
の
四
］
四
ｍ
ｓ
二
・
コ
岳
の
宮
の
】
の
。
｛
の
①
○
四
呂
耳
（
Ｂ
６
版
、
七
○
○
頁
）
の
こ
と
。

『
黒
船
記
』
の
「
序
」
よ
り
引
用
。

同
右
。

目
ケ
の
］
色
目
月
旨
の
の
（
）
「
の
旦
四
己
三
田
一
（
屋
窒
・
函
・
田
付
）
の
記
事
に
よ
る
。

晶
鋤
鋤
人
中
村
正
直
伝
』
の
五
八
頁
。

Ⅲ
醜
蝋
纈
機
注
「
東
洋
金
鴻
英
国
留
学
生
へ
の
通
信
』
の
解
説
を
参
照
。

川
路
柳
虹
『
黒
船
記
』
の
一
五
六
頁
。

の
一
五
七
～
八
頁
。

（
第
四
号
、
大
正
三
年
二
月
刊
）
四
頁
。

平
成
二
年
盛
夏
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路寛堂のこと元幕臣の英語教師

芳
光
院
殿
花
仙
清
英
大
姉

明
治
三
十
六
年
五
月
二
十
一
一
日

川
路
寛
堂
ノ
妻

川
路
花
子

淡
路
ノ
国
ニ
テ
死

路寛堂の妻花子の墓谷中安立院にある

〔筆者撮影〕

と
あ
り
、
そ
の
裏
に
は

と
あ
る
。

ま
た
花
子
の
墓
は
、
本
堂
の
裏
手
の
墓
地
に
あ
り
、
墓
石

の
表
面
に
、明
治
三
十
六
年
五
月
廿
二
曰

淡
路
国
洲
本
二
紗
テ
病
没
ス
遺
言

一
一
依
り
火
葬
ノ
上
遺
骨
ヲ
．
、
一
一

埋
ム

と
刻
ま
れ
て
い
る
。

安
立
院
は
花
子
の
生
家
浅
野
家
の
菩
提
寺
で
あ
り
、
花
子

川
路
寛
堂
妻
花
子
墓
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1９１８１７ 
，－－、－〆、＝〆川

路
寛
堂
自
筆
履
歴
書
（
墨
書
）
［
兵
庫
県
立
洲
本
高
等
学
校
蔵
］

覗
獺
蝋
艶
Ⅷ
淡
路
高
等
女
学
校
学
則
（
一
枚
）
［
兵
庫
県
立
洲
本
高
等
学
校
蔵
］

『
淡
交
会
誌
第
五
号
」
（
淡
路
高
等
女
学
校
内
淡
交
会
、
大
正
三
年
一
一
月
刊
）
［
兵
庫
県
立
洲
本
高
等
学
校
蔵
］

菊
川
兼
男
「
昔
し
も
恋
し
」
１
１
泉
貴
志
子
先
生
の
生
涯
ｌ
〈
小
冊
子
、
私
家
本
）
昭
和
五
十
六
年
十
月
刊
［
松
蔭
女
子
学
院
蔵
］

川
路
寛
堂
に
関
す
る
談
話
筆
記
（
郷
士
史
家
・
菊
川
兼
男
氏
が
松
蔭
女
子
学
院
の
磯
校
長
に
語
っ
た
も
④
［
松
蔭
女
子
学
院
蔵
］

松
蔭
女
子
学
院
所
蔵
の
卒
業
生
（
大
正
期
）
の
写
真
数
葉

日
下
初
子
氏
（
松
蔭
高
等
女
学
校
第
二
回
卒
業
生
）
が
修
学
旅
行
（
大
正
期
）
の
際
に
撮
っ
た
写
真
一
葉
［
同
氏
所
蔵
］

日
下
初
子
「
喜
田
忠
次
郎
の
こ
と
」
（
ナ
ガ
オ
カ
印
刷
、
昭
和
五
十
七
年
十
一
月
刊
）

松
蔭
女
子
学
院
九
十
周
年
記
念
誌
「
愛
と
自
由
と
』
（
松
蔭
女
子
学
院
九
十
周
年
記
念
誌
編
集
委
員
会
、
昭
和
五
十
七
年
九
月
刊
）

新
見
貫
次
『
淡
路
史
」
お
じ
ぎ
く
文
庫
、
昭
和
四
十
五
年
一
月
刊
）

和
田
邦
平
監
修
「
兵
庫
の
ふ
る
さ
と
散
歩
」
（
二
十
一
世
紀
ひ
ょ
う
ご
創
造
協
会
、
昭
和
五
十
三
年
三
月
刊
）

洲
本
市
史
編
纂
委
員
会
「
洲
本
市
史
」
（
洲
本
市
役
所
、
昭
和
四
十
九
年
十
月
刊
）

兵
庫
県
立
洲
本
高
等
学
校
編
『
新
・
洲
高
物
語
」
（
毎
日
新
聞
淡
路
支
局
、
昭
和
六
十
二
年
三
月
刊
）

史
料
及
び
参
考
文
献

同注
右の
。

「
淡
交
会
誌
」
（
第
五
号
）
に
寄
せ
た
寛
堂
の
書
簡
（
大
正
二
年
十
二
月
一
日
付
）
。

の
墓
は
浅
野
家
の
墓
と
並
ん
で
い
る
。

な
お
、
寛
堂
夫
婦
に
は
一
子
柳
虹
以
外
に
、
娘
が
二
人
い
た
が
、
い
ず
れ
も
生
後
ま
も
な
く
亡
く
な
っ
た
。

注
の
（
３
）
の
川
田
貞
夫
氏
の
解
説
に
よ
る
。
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元幕臣の英語教師111路寛堂のこと
川
路
柳
虹
『
黒
船
記
』
（
法
政
大
学
出
版
局
、
昭
和
二
十
八
年
七
月
刊
）

Ⅲ
醐
鰹
繍
鶴
『
東
洋
金
鴻
英
国
留
学
生
へ
の
通
信
」
（
平
凡
社
、
昭
和
五
十
三
年
十
一
月
刊
）

川
路
寛
堂
編
述
『
川
路
聖
謨
之
生
涯
』
（
世
界
文
庫
、
明
治
三
十
六
年
十
月
刊
）

高
木
市
之
助
『
国
文
学
五
十
年
』
（
岩
波
書
店
、
昭
和
四
十
二
年
一
月
刊
）

宮
永
孝
「
幕
府
イ
ギ
リ
ス
留
学
生
上
・
下
」
会
社
会
労
働
研
究
』
第
三
十
六
巻
・
第
四
号
、
平
成
二
年
三
月
刊
）
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ＡＢｒｉｅｆＬｉｆｅｏｆＴａｒＤ（KandC）Ｋａｗａｊｉ 
－ＡｓｔｕｄｅｎｔｓｅｎｔｔｏＥｎｇｌａｎｄｉｎｔｈｅｌａｓｔｄａｙｓ 

ｏｆｔｈｅＴｏｋｕｇａｗａｇｏｖｅｒｎment． 

Ｔａｒ５Ｋａｗａｊｉｗａｓｂｏｒｎｏｎ２１ＤｅｃｅｍｂｅｒｏfthefirstyearofKOka 

(i・e28January,1845）astheeldestsonofAkitsuneKawaji,ｗｈｏｄｉｅｄ

ａｔｔｈｅｅａｒｌｙａｇｅｏｆｔｗｅｎｔｙ－one・ＡｓａｃｈｉｌｄＴａｒＯｗａｓｂｒｏｕｇｈｔｕｐｂｙｈｉｓ

ｕncle,KionaoInoue（1809-1867），theGaikoku-bugyo,ｏｒchiefofthe 

ForeignAffairsAgency,tillhewaseight・Thenhereturnedtothe

Kawajis,wherehisgrandfather,ToshiakiraKawaji（1801-1868),the 

Machi-bugyo（Governor）ｏｆＯｓａｋａａｎｄＮａｒａｃｉｔｙａｎｄｌａｔｅｒｔｈｅ 

Ｋanjo-bugyoorChiefoftheTreasuryBureau，ｔｏｏｋｃａｒｅｏｆｈｉｍ 

Ｔａｒｑｗｈｅｎｙｏｕｎｇ,studiedundertheConfucianscholars,IsajiKusa‐ 

kabeandGonsaiAsaka，andlaterenteredtheSh6heiko，theeduca‐ 

tionalinstitutionoftheBakufu、HefirststudiedDutchatthe

Bansho-shirabe-dokoro（theplaceforthestudyofBarbarian's 

books)，andthenlearnedEnglishunderManjiroNakahama（also 

knownasJohnMung）andTakichirOMoriyama，afamousDutch 

interpreter・Taroalso，wasastudentoftheYokohamaGogaku

DenshUjo（丘coleFranco-japonaisinYokohama)．

Attheageofthirteen1Tar6celebratedhiscomingofageand 

waitedonlyemochiTokugawa（1846-1866)，thefourteenthShOgun 

lnthefirstmoｎｔｈｏｆｔｈｅｔｈｉｒｄｙｅａｒｏｆＢｕｎｋｙｕ（1863)，hewas 

promotedtoKonando-shu,youngsamuraithatservedintheSh6gun， 

spalace（EdoCastle）andbecameYoriaLahighofficialbelogingto 

theCounciloftheSh5gun,inthe6thmonthofthefirstyearofGenji 

(ie､Julyl864)．Ｉｎｔｈｅ８ｔｈｍｏｎｔｈｏｆｔｈｅｓｅｃｏｎｄｙｅａｒｏｆＫｅｉｏ（i､ｅ・

Septemberl866)，TarobecameHoheigashira-nami（commanding 

officeroftheBakufu，sinfantryorlieutenantcolonel）ａｎｄｉｎｔｈｅ 

Ｏｃｔｏｂｅｒｏｆｔｈｉｓｙｅａｒ,ｈｅｗａｓｏｒｄｅｒｅｄｔｏｓｔｕｄｙｉｎＧｒｅａｔＢｒｉｔainwith 

thirteenotherstudents・Ｔｈｅstudents,however,wereforcedtoreturn

homeafterstayinginEnglandonlyaboutayearandahalfbecause 
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oftheMeijirevolution､TheyfinallyarrivedinYokohamaonthe25th 

ofthe6thmonthofthefourtｈｙｅａｒｏｆＫｅｉｏ（Le､１３August,1868)． 

ThesuddencollapseoftheTokugawagovernmentthrewthe 

vassalsoftheShOgunintogreatmisery,eachhavingtoseekanew 

livelihoodindifferentways､ＴａｒＯａｓｓｕｍｅｄｔｈｅｎｅｗｎａｍｅｏｆＫａｎｄＯ 

ａｆtertheMeijiRestorationandmovedtoYokohamawherehesought 

tomakehisfortunebybeingaraw-silkmerchant・Ｂｕthefailedin

thisspeculationandincurredmanydebts・Ｉｎｔｈｅｌｌｔｈｍｏｎｔｈｏｆｔｈｅ

ｆｏｕｒｔｈｙｅａｒｏfMeiji（i・eDecemberl871),whenthelwakuramission

startedontheirtourofinspectioninAmericaandEurope，Kando 

was，ontherecommendationofEiichiShibusawaandYasukazu 

Tanabe，requestedtogoalongwiththemissionastheirsecretary、

Ａｍｏｎｇｔｈｅｐａｒｔｙｈｅｆｏｕｎｄｍａｎｙｏｆｈｉｓｏldacquaintancesfromthe 

ShOgunatｅｅｒａｌｔｗａｓｉｎｔｈｅＳｅｐｔｅｍｂｅｒｏｆｔｈｅｓｉｘｔｈｙｅａｒｏｆＭｅｉｊｉ 

(1873）thattheIwakuramissionreturnedhomeaftertouringthrough 

variouscountriesinEuropeandAmericaforabouttwoyears 

Kand6，returningｈｏｍｅ，enteredtheserviceoftheFinance 

Ministryａｓａｌｏｗｅｒｇｒａｄｅｏｆｆｉｃｅｒｏｆｔｈｅｎｅｗｇｏvｅｒｎｍｅｎｔｂｕｔｔｈｅｒｅ 

ｗａｓｎｏｂｏｐｅｏｆhispromotionformanyyears・Ｉｎｔｈｅｆｉｒｓｔｍｏｎｔｈｏｆ

ｔｈｅｔｅｎｔｈｙｅａｒｏｆＭｅｉｊｉ（i､eJanuaryl877）helefttheofficialworld 

andboreapartinestablishingtheRiceExchangeandalsoactedas 

alegaladvisorfortheEnglishandtheAmericansforawhile､Ｈｅｗａｓ 

ｉｎｔｈｅｍｅａｎｔｉｍｅｒｅｃｏｍｍｅｎｄｅｄｆｏｒａｐｏｓｔａｓｄｉｒｅｃｔｏｒｏｆｔｈｅＹｏｋｏ‐ 

hamaCustomhouse，however，thiswasaremotepossibility．’ｎｔhe 

eighteenthyearofMeiji（1885)Kand6wasfortyoneyearsoldofage・

Heabandonedeverythingandestablishedaprivateinstitutecalled 

"theTsukiyamaGakusha'，forthestudyofEnglishatMitainTokyo・

ＨｅｔａｕｇｈｔＥｎｇｌｉｓｈｈｅｒｅｔｉｌｌｔｈｅｓｕｍｍerofthetwenty-sixthyearof 
Meiji（1893）foraboutnineyears，whenhewasinvitedtoteach 

Englishａｔ“Seishikan'，（FukuyamaJunjOChngaku)，amiddleschool 

inFukuyama，Hiroshimaprefecture・HetaughtEnglishfromthe

summerofl893tillJulyl899(thethirty-secondyearofMeiji)atthe 

school,ｂｕｔｈｅｒｅｔｉｒｅｄａｔｈｉｓｏｗｎｒｅｑｕｅｓｔｓｏｏnafterward 

ShortlyafterhisretirementKandOproceededtoSumotoin 

Awaji-shimaislandtobeateacherofEnglishatSumotomiddle 
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school，ｂｒｉｎｇｉｎｇｈｉｓｗｉｆｅａｎｄａｓｏｎｗｉｔｈｈｉｍ、Ｉｔｉｓｓａｉｄｔｈａｔｔｈｅ

ｓｙｍｐｔｏｍｓｏｆｔｕｂｅｒculosisinhiswife,Hanako,whowasadaughterof 

NagayoshiAsano，adirecthighvassaloftheSh6gun,madeKando 

decidetomovetoAwaji-sｈｉｍａｉｓｌａｎｄｆｏｒａｃｈａｎｇｅｏｆａｉｒｆｏｒｈｅr 

healthThechangeofair,however,wasineffectualforherincurable 

diseaseShedieｄｏｎ２２Ｍａｙｌ９０３（thethirty-sixthyearofMeiji）in 

Sumotoattheageoffiftyfour・SheliesinhertomberectedbyKand5

atAnrWi-in（temple)，Yanaka,Tokyo・

InJanuaryl903（thethirty-sixthyearofMeiji）Kandowas 

appointedthefirstheadmasterofthenewly-establishedgirls，high 

schoolcalled“TsunaMiharagunKumiairitsuAwajiK5toJogakko"・

Hewasfifty-nineyearsoldthen・Kand6servedinthisschoolfor

abouｔｔｅｎｙｅａｒｓｂｕｔｉｎＡｐｒｉｌｌ９１４（thethirdyearofTaisho）he 

resignedandwaswelcomedasadeputyprincipalofthe“Sh5ingirls， 

highschoolrunbytheAnglicanChurchinKobecity・Hetaughtethics

andhistorytilll92２（theeleventhyearofTaisho）ｗｈｅｎｈｅｒｅｓｉｇｈｅｄ 

ｏｎｔｈｅｇｒｏｕｎｄｏｆａdvancedageHewasseventyyearsoldthen・On5

Februaryl927（theSecondyearofSh6wa）ｈｅｅｎｄｅｄｈｉｓｄａｙｓａｔｔｈｅ 

ａｇｅｏｆｅｉghty-fourandhisasheswerelaidinthegraveofKawajisin 

theTamabochicemetery・Kand5,inhisclosingyears,wroteavolumi‐

nousbooktitled“AlifeofToshiakiraKawaji，，（KawajiToshiakira 

nosh6gai）whichhadahighreputation、

Theauthorofthisarticlehastriedｔｏｄｅｓｃｒｉｂｅｈｉｓｌｉｆｅｉｎｄｅｔａｉｌ 

ａｎｄｔｏconveyhispersonalityasaschoolteacheronthebasisofa 

newly-discoveredpersonalhistorywrittenbyhｉｍａｓｗｅｌｌａｓａｆｉｒｓｔ‐ 

handaccountbyhisformerstudentaｔＳｈ６ｉｎｇirls'highschoolThis 

paperisdedicatedtoKawajiKand5senseiwholivedinobscurityaU 

hislifeasanunknownbutlearnedsecondaryschoolteacher． 

Ｔ・Miyanaga

Tokyo，３０August，1990. 
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